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避難所世話人からのメッセージ

地震が起きたとき、真っ先に行うのは安全の

確保と安否確認。避難所に行けば、場所の確

保、つぎに食べものが心配になる。

トイレといえば、そのあとぐらいに気になるのだ

けど、それでは遅い。トイレは命にかかわる。出

来るだけ早く対応しなければならない。

釜石市防災力強化トイレプロジェクト協議会

文部科学省 学校施設の防災力強化プロジェクト（平成２５年度）
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兵庫県・兵庫県警調べ
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（出典：災害に強い学校施設の在り方について（文部科学省））
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調査：名古屋大学エコトピア科学研究所 協力：日本トイレ研究所

仮設トイレは何日で届くでしょうか？

3日以内

34％

4日～14日以内

45％

28日以上

21％
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発災から何時間でトイレに行きたくなったか

調査：日本トイレ研究所（東日本大震災）
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3時間以内

31％

4～6時間

36％

7～9時間 11％

10～12時間 11％

13時間以上

11％
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発災

飲まない

食べない

健康被害

震災関連死

水洗トイレ
が使えない ストレス

集団生活

トイレ環境の
悪化

くさい、汚い、暗い、
怖い、寒い、遠い、
男女共用、数量不足

段差がある
など

5© 201 NPO Japan Toilet Labo



10

震災関連死と認定された１６３２人のうち、５２９人
分の死因（複数回答）を分析した（ 2012年7月12日）。
「避難所での疲労」が４７．１％と最も多い。

出典：時事通信 http://www.jiji.com/jc/graphics?p=ve_soc_jishin-higashinihon20120712j-01-w370



今後のトイレ衛生対応の課題

１．責任の明確化

２．トイレ環境整備方法の提示

３．防災トイレ計画・訓練の徹底

４．トイレ衛生に係わる人材の育成

５．災害用トイレ技術の分類や基準の確立
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災害用トイレの分類
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東日本大震災の記憶を風化させないため、 

このハンドブックを発行した。

今、トイレ衛生対策に本気で取り組まなければならない。

企画・編集　　特定非営利活動法人日本トイレ研究所／ www.to i let .or . jp
　　　　　　　〒105-0004　東京都港区新橋 5-5-1  IMC ビル新橋 9Ｆ
協　　　賛　　株式会社総合サービス／　www.sserv ice .co . jp
発　　　行　　2013 年 3 月 11 日
３　　　刷　　2014 年 9 月   1 日

東日本大震災  

のトイレ
ー現 場 の 声 か ら 学 ぶ ー















　災害用トイレは呼称が統一されていない。そのため、調達や支援のやり取りをする際に、混

乱を招く可能性もある。ここでは、実際に開発されている製品をベースに、日本トイレ研究所が

分類した。

　災害用トイレには

製品の詳細は『災害用トイレガイド www. to i l e t . o r . j p / to i l e t -gu ide /』をご覧下さい。

、水・電気、くみ取りの必要性、段差の有無など、さまざまなタイプが

あるため、各タイプの特徴や適性を理解したうえで、インフラの状況や利用者に応じて適切

なものを選ぶことが必要である。1 つのタイプに頼るのではなく、複数のタイプで臨機応変に

対応できるように備えることが重要である。
災害用トイレの分類と特徴　( 写真・図は参考イメージ ) 

分類 特徴

マンホールトイレ鉄蓋の上に設置する和式や洋式の便器・便座を指す。
水を使わずに真下に落とすタイプと、簡易水洗タイプがある。

マンホールに設置された鉄蓋のうち、緊急時にマンホールトイレとして
使用できる鉄蓋のことを指す。単独で使用できる和式型や、洋式便器を
固定できる鉄蓋などがある。

地上部の上屋、便器・便座に対し、鉄蓋を境にした地下部分を指す。下
部構造には、下水道本管の上部に設置する「本管直結型」、下水道本管
に接続する排水管に設置する「流下型」、マンホールまたは汚水ます内
に貯留弁等を設ける「貯留型」の3タイプがある。

し尿処理装置がトイレ自体に備わっており、処理水を放流せずに循環・
再利用する「循環トイレ」、オガクズやそば殻等でし尿を処理する「コ
ンポストトイレ」、乾燥・焼却し減容化する「乾燥・焼却トイレ」など
がある。

断水や排水不可となった洋式便器等に設置して使用する便袋（し尿をた
めるための袋）を指す。プライバシーを守る空間があればどこでも使用
可能である。吸水シートがあるタイプや粉末状の凝固剤で水分を安定化
させるタイプ等がある。

し尿を溜めるタイプや機械的にパッキングするタイプ、オガクズ等と混
合処理するタイプ、乾燥・焼却処理するタイプなどがある。し尿を単に
溜めるタイプ、し尿を分解して溜めるタイプ、電力を必要とするタイプ
がある。

マンホールの上に設置するトイレ室のことを指す。パネル型、テント型
などがあり、平常時はコンパクトに収納できる。

複数のタイプで対応できるように備える

災害用トイレの特徴を知る

時間経過に応じて取り組む

携帯トイレ携帯トイレ

簡易トイレ

マンホールトイレ(上屋)

マンホールトイレ(鉄蓋)

マンホールトイレ(下部構造)

自己処理型トイレ

マンホールトイレ(便器・便座)

分類 特徴

建設現場やイベント等のトイレとして開発されたトイレである。簡易水
洗タイプ（1回あたり200cc程度）も増えてきており、このタイプは臭
気の発生が抑えられる点で効果的である。

し尿を貯留するタイプや処理装置を備えたタイプがある。国土交通省北
陸技術事務所が所有する災害用トイレ車は、吸引方式による超節水便器
を搭載している。少量の水で利用でき、貯留タンクとマンホール接続が
あり、状況に応じて選択できる。

感染予防を目的とした製品や、臭気対策、個人防護具、清掃用品、衛生
教育ツールなどがある。災害用トイレとセットで備えておくものが主に
なる。

災害時にもトイレ機能を継続させるため、災害用トイレを備えた常設型
の水洗トイレのことを指す。多目的トイレなど場所に応じた設計を行う
ことができる。

平常時は通常の水洗トイレとして使用し、断水時等は便器内にある地下
貯留槽とつながる蓋を開けて、貯留型（くみ取り式）トイレとして使用
できる便器を指す。

トイレ室と便器が一体になり、災害時に組み立てる製品を指す。パネル
型のものやテント型のものなどがあり、使用しない時はコンパクトに収
納できる。

携帯トイレ災害対応型常設トイレ

災害対応型便器

仮設トイレ(組立型)

車載トイレ

衛生関連製品

仮設トイレ(ボックス型)
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